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どろぼうーっ！！！

～下井川郵便局強盗模擬訓練～

五城目地区金融防犯協会（会長　秋銀五城目

支店長）では、防犯意識を高めようと、下井川

郵便局で強盗模擬訓練を行いました。例年は年

末に実施されていますが、世の中が不景気なこ

とや都市部の金融機関から、地方の金融機関が

狙われやすくなっていることなどから、この時

期の訓練になりました。

職員の方々は「訓練とはいえ、実際ピストル

を向けられたりすると、緊張して頭に描いた通

りの行動が出来なかった」と苦笑い。でも、訓

練中は、逃げる犯人の車にカラーボールを投げ

つけるなど敏速に行動していました。

10/17

絵本に親しむ

～中央地区国公立幼稚園
教育研究協議会～

井川町公民館を会場に中央地区国公立幼稚園

教育研究協議会が開かれました。町の教育に関

わる方々はもちろん、中央地区の国公立幼稚園

の教諭等100名が参加し、研究主題に沿って、

発表報告や協議を行いました。

絵本や物語などに親しみ、先生や友達と心通

わせるようになるためには、どのような教師の

かかわりが必要か。という研究テーマへの井川

幼稚園の取り組みが紹介され、実践経過やまと

めが報告されました。熱心に協議に臨んだ参加

者からは、そうした井川の教育研究が高く評価

されました。

10/17

食の安全を学ぶ

～南秋連合婦人会
消費者問題研修会～

井川町公民館を会場に南秋田郡連合婦人会によ

る消費者問題研修会が開催され、１７０名余りの

婦人が参加しました。

研修会では、安全な消費生活を目指すことを目

的に、食の安全や安心、食品表示について講義を

受け、参加者は真剣に聞き入っていました。

また、参加者が消費者としての失敗談などをト

ークショー形式で紹介し、会場の笑いを誘ってい

ましたが、日常的に起こり得ることとして、消費

行動を見つめ直していました。

10/24

地域の先生ありがとう

～小学校ふれあい学習～

４月から１０回にわたって行われた井川

小学校ふれあい学習が修了し、11部会の学

習支援サポーターや児童、先生等が一堂に

会して、修了セレモニーが行われました。

学習指導者の皆さんを前に児童達は記念

品を贈り、感謝のことばを述べました。

ふれあい学習は、地域の人たちを先生に、

４～６年生が学習してみたいことを選んで、

学ぶことが出来るもので、押し花や郷土史、

囲碁、手芸など11部会があります。指導者

の皆さんは「児童達から感謝されたけど、

自分たちも改めて楽しく、学ぶことが出来

た」と話していました。

10/10

町の最高齢者
高橋トメさん天寿を全う

町の最高齢者、高橋トメさん（103歳・

上村）が１０月１２日午前３時２０分、

入院先の病院で老衰のため亡くなりまし

た。

高橋さんは、明治３２年１０月１７日

生まれ。１０４歳を目前にしての逝去で

した。生まれも育ちも井川町で、近年ま

では元気で散歩や庭の草取りもしていま

した。何事にもくよくよしない前向きな

性格で、百歳になっても「死ぬことは考

えたことはない、毎日生きることだけ考

えて生活している」と語っていました。

ご冥福をお祈りいたします。

生き生きと楽しく

～老人スポーツ大会～

健康で明るい老後と老人相互の親睦や体力の向上を

図ろうと、第２８回井川町老人スポーツ大会が町民体

育館で行われました。参加は１５単位老人クラブ、２

９８名。競技は８種目、各チームとも若々しい身のこ

なしで、生き生きと競技します。点数の差はほとんど

ありません。１点差の接戦を制したのは海老沢老人ク

ラブでした。 事故やけがもなく、みんな元気いっぱい

で、楽しい一日を過ごしました。

優勝　海老沢老人クラブ

２位　小今戸老人クラブ

３位　羽立老人クラブ

10/15

〝訓練〟でも犯人に対する
職員の記憶はまちまちです。

プロジェクターを使って研究報告が続きます

みて下さい。この若々しい身のこなし！

ステージの上では、指導者の皆さんも少々緊張ぎみです

団体
中学生男子組手

３位　井川スポ少

中学生女子組手

３位　井川スポ少

個人
小学３・４年生男子形

優勝　伊藤優也

小学５・６年生女子形

優勝　菅生亜希

小学５・６年生女子組手

３位 菅生亜希

第24回全東北・北海道
防具付空手道選手権大会

スポーツ
の

結果です

10/19

団体
準優勝　井川スポ少Ａチーム

全県選抜松橋杯柔道大会

９/28

２年男子

３位　伊藤　輝

秋田県小学生柔道選手権大会

10/12

笑いを誘うトークの中で悪徳業者の手口と消費者
心理を暴露



年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
の
制
度
で
す
。
あ
な
た
や
家
族
の

年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
思
わ

ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
り
、

生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
が
い
な
く

な
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
二
年
間
を

経
過
す
る
と
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

年
金
は
、
あ
な
た
が
主

人
公
で
す
。
年
金
制
度

の
意
義
や
役
割
を
正
し

く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
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町
で
は
、
保
健
師
・
看
護
師
を
募

集
し
ま
す
。

□
募
集
人
員

保
健
師
　
１
名

看
護
師
　
若
干
名

□
応
募
資
格

・
40
歳
以
下
の
者
（
12
月
１
日
現
）

・
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
を
有
す
る
者

（
た
だ
し
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
は
２

年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
こ
と
）

□
応
募
締
切

12
月
１
日
（
月
）

□
応
募
方
法

・
申
込
書
（
町
指
定
の
様
式
）

・
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

・
健
康
診
断
書

・
資
格
を
有
す
る
免
許
証
の
写
し

以
上
を
提
出
す
る

□
試
験

面
接
、作
文（
日
程
は
別
途
通
知
）

□
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

井
川
町
役
場
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
７
４
―
４
４
４
１

（
有
）
４
５
６
１

□
日
時

12
月
８
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

□
場
所

井
川
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

□
相
談
内
容

・
近
隣
と
の
争
い
ご
と

・
子
供
や
老
人
の
虐
待

・
登
記
、
戸
籍
、
相
続
、
扶
養
の
問
題

・
結
婚
や
就
職
時
の
不
当
な
差
別

・
押
し
つ
け
や
嫌
が
ら
せ

・
名
誉
、
信
用
が
傷
つ
け
ら
れ
た
と
き

・
い
じ
め
や
体
罰

…
等

秘
密
は
守
り
ま
す
。

□
相
談
担
当

人
権
擁
護
委
員
（
佐

藤
秀
弘
さ
ん
、
伊
藤
典
美
子
さ
ん
、

児
玉
隆
司
さ
ん
）、
法
務
局
職
員

人
権
擁
護
に
関
す
る
こ
と
は
、

井
川
町
役
場

町
民
課

（
有
）
４
４
４
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
７
４
―
４
４
１
６

住
宅
需
要
実
態
調
査
は
、
住
宅
政

策
上
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
に
、
昭
和
48
年
か
ら
５
年
お
き
に

実
施
し
て
い
る
調
査
で
す

11
月
下
旬
に
は
、
統
計
調
査
員
証

を
持
参
し
て
調
査
員
が
訪
問
し
調
査

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査

対
象
に
な
っ
た
ご
家
庭
で
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

秋
田
県
建
築
住
宅
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
６
０
―
２
５
６
２

被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料

納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を

合
算
し
て
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
（
初
診
日
が
平
成
18
年

３
月
31
日
ま
で
に
あ
る
と
き
は
、
直

近
の
１
年
間
に
滞
納
が
な
け
れ
ば
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

募　集�募　集�

無料相談�無料相談�

人
　
権

調　査�調　査�

住
宅
需
要
実
態
調
査
実
施

職
員
募
集

年　金�年　金�

保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

障
害
基
礎
年
金

国民年金加入�
▼�

初診日�
▼�

障害認定日�
▼�

初診日の属する�
月の前々月�
　　　▼�

納付月納付月（免除を含む）（免除を含む）が�

加入期間の　加入期間の　　以上以上�

1年6ヵ月または傷病がヵ月または傷病が�
治ゆするまでの期間治ゆするまでの期間�

納付月（免除を含む）が�

加入期間の　　以上�

1年6ヵ月または傷病が�
治ゆするまでの期間�

国民年金加入�
▼�

初診日�
▼�

障害認定日�
▼�

初診日の属する�
月の前々月�
　　　▼�

直近の直近の1年間に年間に�
滞納がない滞納がない�

1年6ヵ月または傷病がヵ月または傷病が�
治ゆするまでの期間治ゆするまでの期間�

直近の1年間に�
滞納がない�

1年6ヵ月または傷病が�
治ゆするまでの期間�

2�
―�
3

本人の知らない間に婚姻や縁組み
などの偽りの届出がされ、戸籍にそ
のまま記載されるという事件が相次
いで発生し、大きな社会問題となり
ました。
このような事件の再発を防止する

ため、戸籍の届出（婚姻・協議離
婚・養子縁組・協議離縁）の際には、
届出る方の本人確認を必要とし、身
分証明書を提示していただくことに
なりました。ご協力をお願いいたし
ます。
身分証明書（運転免許証、パスポ

ート、官公庁の発行する顔写真付き
身分証明書等）をお持ちでない方は
係りにお申し出下さい。尚、本人確
認が出来ない場合は、本人宛に届出
があったことをお知らせします
詳しくは、

井川町役場　町民課
（有）４４３１

TEL８７４－４４１５

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
選
挙
は
、
21
世
紀
の
国
政

を
担
う
重
要
な
選
挙
で
す
。
棄
権
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
あ
な
た
の
判

断
で
清
き
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
で
き
る
方

昭
和
58
年
11
月
10
日
以
前
に
生
ま

れ
、
平
成
15
年
７
月
27
日
以
前
に
井

川
町
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続
き
町

内
に
住
ん
で
い
る
方
。

◆
不
在
者
投
票

選
挙
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
が
出
来
な
い

方
は
不
在
者
投
票
が
出
来
ま
す
。

☆
期
間

10
月
28
日
（
火
）
〜

11
月
８
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

土
・
日
曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

☆
投
票
場
所

井
川
町
役
場

二
階
会
議
室

（
歩
行
困
難
な
方
は
一
階
ロ
ビ
ー
で

も
出
来
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

井
川
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
有
）
４
５
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
７
４
―
４
４
２
５

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
と

生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児
童
、
ま

た
は
父
が
障
害
者
で
あ
る
場
合
の
児

童
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
。

１．

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
の
間
、

次
の
こ
と
が
ら
に
該
当
す
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
母
や
、
そ
の
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
（
国
民

年
金
の
障
害
等
級
１
級
程

度
）
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

⑤
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
し
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

２．

手
当
月
額

平
成
15
年
10
月
１
日
か
ら
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

・
全
額
支
給
　
４
２
、
３
７
０
円→

４
２
、
０
０
０
円

・
一
部
支
給
　
４
２
、
３
６
０
円
〜

１
０
、
０
０
０
円→

４
１
、
９
９
０
円
〜
９
、
９
１
０
円

※
対
象
児
童
が
一
人
の
場
合
の
月
額

で
す
。
二
人
の
場
合
は
５
、０
０
０

円
の
加
算
、
三
人
以
降
は
さ
ら
に

３
、０
０
０
円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
支
給
額
は
所
得
額
に
応
じ
て

決
定
さ
れ
ま
す
。

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
に

つ
い
て
支
給
さ
れ
る
手
当
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方

20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は

身
体
に
政
令
で
定
め
る
１
級

及
び
２
級
程
度
の
障
害
の
あ

る
児
童
を
監
護
す
る
父
、
も

し
く
は
母
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
や
、
障
害
を

事
由
と
し
て
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ

井
川
町
役
場
　
町
民
課

（
有
）
４
４
４
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ
８
７
４
―
４
４
１
６

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う�

11月9日（日）�
午前7時～午後7時�
（大台は午後6時）�

投票�
時間�

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

子どもの

安 全 な 生 活
のために

～文化祭出品作品より～

11月6日～12日

年金週間

戸籍を届出する方の

本人確認が必要です
～12/1から


